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　第５章　実現方策

１　事業の進め方　

　
　事業の推進にあたっては，安全に関する不安感の払拭と住民参加に配慮して進
めていく。

　本市を代表する貴重な文化・観光資源として「石の里・大谷」を捉え，住民，
市民の意識を変革していくことが肝要である。住民との対話や集会を通じて住民
意識を高め，事業化に結び付けていく必要がある。

　更に，大谷石産業との連携はもちろん，周辺の農林業産業や飲食店，まちなか
を含めた広い視野からネットワークを形成し，大谷観光を推進する体制を作る必
要がある。

　安全対策については，関係機関や研究機関と連携し，安全基準の作成に向け研
究に着手する必要がある。

　また，住民意識の醸成や安全対策といった長期的な視点から取組むべきものと
並行し，目に見える形で事業を興していくことも必要である。
　大谷熟成ブランドの創出や下野七福神を活用した観光ルートの創出など，ソフ
ト的な取り組みでインパクトのあるものを事業化し，流れを作る必要がある。

【行政機関のサポート】

　・大谷の活性化に係る事業について，総合的な連絡，調整機能をもつセクショ
　　ンを検討し，円滑な事業の推進をサポートする体制を整備する。

　・市街化調整区域に係る観光開発や景観保全に係る考え方を整理し，規制の緩
　　和や手順の簡素化などを図れるよう検討する。
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２　施策事業の実施主体とスケジュール

市 住民 民間 短期 中期 長期

基本方針

①大谷観光指定地区の設定 ○ ○ ●

②動線計画によるルート設定 ○ ○ ●

③客観的な安全評価基準の作成に係る研究 ○ ○ ● ●

④公共的施設に係る安全対策の基準作成に係る研究 ○ ● ●

⑤開発申請時における安全評価の審査システムなどの研究 ○ ● ●

１． 「石の里・大谷」修景・開発事業の推進

①岩出しなどの美観修景事業 ○ ○ ● ● ●

②奇岩景勝等の保全活用，知名度の向上 ○ ● ● ●

③景観協定に向けた住民協議の場づくり ○ ○ ●

④景観形成に係る補助，支援策の検討 ○ ●

⑤採石場跡の観光利用の研究 ○ ○ ● ●

２． 「石の里・大谷」の再生に向けた住民意識の向上

①大谷再発見事業の推進 ○ ○ ○ ●

②住民による観光ボランティアの育成 ○ 　 ●

③新しい大谷石の活用方法の創出 ○ ○ ● ● ●

④大谷石細工，華石絵などの大谷石体験事業の創出 ○ ○ ● ●

３． 芸術・アートを基軸とする文化事業の推進

①アトリエ，練習場の提供等によるアーティストの誘導 ○ ○ ● ●

②パフォーマンススペースの整備 ○ ○ ● ●

③ワークショップなどの芸術体験事業の誘導 ○ ○ ●

④芸術・文化イベントの開催 ○ ○ ● ● ●

４． グルメ志向の大谷ブランドの創出

①地下熟成食材を活用したレシピ開発 ○ ○ ●

②地下熟成機能を活用した高付加価値型倉庫事業の創出 ○ ● ●

③果物を活用した二次加工製品の開発誘導 ○ ● ●

④大谷ブランドに係る研究会の設置 ○ ○ ○ ●

５． アウトドアレクリエーションの充実強化

①ハイキングルートの整備 ○ ○ ● ●

②森林公園，サイクリングターミナルの機能強化 ○ 　 ●

③体験事業メニューのわかりやすい情報発信 ○ ●

６． 観光ネットワークの構築
①下野七福神の観光利用 ○ ○ ●

②大谷七名山の創出 ○ ○ ●

③統一シンボルやデザインによる案内誘導方式の確立 ○ ● ●

④広域観光ネットワークの拠点機能の整備 ○ ● ●

７． その他の施策事業
①多気城跡をめぐるストーリーの発掘 ○ ○ ●

②特色あるイベントの充実強化 ○ ○ ● ●

③撮影誘致の強化 ○ 　 ○ ●

④まちなか，農林公園と連携した大谷の情報発信 ○ ○ ○ ● ●

実施時期
事　業　名

実施主体
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観光計画策定委員会設置要領 

 

１ 趣 旨 

  「都市観光振興プラン」及び「大谷観光推進基本計画」の策定のため，「都市観光研究会」

及び「大谷観光推進基本計画策定懇談会」への情報提供，並びに提言事項の庁内調整を図る

とともに，各観光計画案の検討を行う。 

 

２ 検討事項 

 (1) 都市観光振興プランの策定 

・ 都市観光の振興に係る課題及び推進方策の検討 

・ 都市観光に係る事業プランの検討 

(2) 大谷観光推進基本計画の策定 

・ 大谷観光の推進に係る課題及び推進方策の検討 

・ 大谷観光に係る事業プランの検討 

 

３ 構 成 

(1)  観光計画策定委員会       [別表１参照] 

・委員長  商工部長 

・副委員長 商工部次長 

・委 員  観光計画策定関係部課長 

(2) 観光計画策定委員会担当課長会議 [別表２参照] 

・委員長  商工部次長 

・副委員長 商業観光課長 

・担当課長 観光計画策定関係課長 

(3) 日 程   

平成15年11月から平成16年3月 

(4)  座 長   

各委員長が進行する。  

 

４ スケジュール 

日 程 策定委員会 内 容 

11／27 

10:30～ 

第 1 回 

担当課長会議 

・都市観光プラン及び大谷観光計画の策定スケジュール 

・都市観光プランの概要報告，内容検討 

・大谷観光振興の考え方，計画策定方針の説明，意見交換 

2/6 

13:00～ 

第２回 

担当課長会議 

・都市観光研究会検討経過の報告，振興プラン素案の検討 

・大谷観光の現状と課題，大谷観光の方向性について 

・関係部局の関連課題の抽出，官民協働の考え方  など 

2/23 

10:00～ 

第１回 

策定委員会 

・都市観光振興プラン素案の検討 

・大谷観光推進基本計画の骨子案の検討  など 

3/18 

10:00～ 

第２回 

策定委員会 

・各観光計画への提言内容の報告 

・各観光計画素案の検討 

・各観光計画推進にあたっての考え方  など 
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 [別表 １] 観光計画策定委員会委員名簿    ◎：委員長  ○：副委員長 

ＮＯ 氏 名 役職名 

１ ◎柳田 輝男  商工部長  

２  小平 良長  総合政策部長 

３  森 賢一郎  環境部長 

４  永岡 重信  農務部長 

５  木村 保弘  都市開発部長 

６  伊藤 文雄  教育次長 

７ ○沼尾 博行  商工部次長 

８ 桜井 敬朔  商業観光課長 

９ 横松 薫  政策審議室長 

１０ 矢古宇哲男  都心部活性化推進室長 

１１ 石川啓太郎  工業課長 

１２ 大岡 幸雄 農政課長 

１３ 岩本 享一 廃棄物対策課長 

１４ 加藤 岩男 農林振興課長 

１５ 福田 幹雄 クリーンセンター所長 

１６ 栗田 健一 都市計画課長 

１７ 桜井 英男 都市再開発課長 

１８ 窪井 秀治 建築指導課長  

１９ 寺内 栄 公園緑地課長  

２0 北條 和久 文化課長  

２１ 数度 幸一 スポーツ振興課長  

２２ 浦野 孝夫 商業観光課主幹（観光コンベンション協会事務局長） 

 
[別表 ２] 観光計画策定委員会担当課長会議名簿  ◎：委員長  ○：副委員長 

ＮＯ 氏名 役職名 

１ ◎沼尾 博行  商工部次長 

２ ○桜井 敬朔  商業観光課長 

３ 横松 薫  政策審議室長 

４ 矢古宇哲男  都心部活性化推進室長 

５ 石川啓太郎  工業課長 

６ 岩本 享一 廃棄物対策課長 

７ 福田 幹雄 クリーンセンター所長 

８ 大岡 幸雄 農政課長 

９ 加藤 岩男 農林振興課長 

１０ 栗田 健一 都市計画課長 

１１ 桜井 英男 都市再開発課長 

１２ 窪井 秀治 建築指導課長  

１３ 寺内 栄 公園緑地課長  

１４ 北條 和久 文化課長  

１５ 数度 幸一 スポーツ振興課長  

１６ 浦野 孝夫 商業観光課主幹（観光コンベンション協会事務局長） 
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大谷観光推進基本計画策定懇談会委員 
 

役 職 氏 名 所 属 備 考 

会 長 森 本 章 倫 宇都宮大学工学部助教授 都市観光研究会会長 

副会長 小野口順久 大谷石研究会 理事長  

委 員 阿 部 英 夫 城山地区連合自治会 副会長 

〃 池 田 克 雄 大谷創生協議会 監 事 

〃 鈴 木 成 昭 ジャズ協会事務局長 公募委員 

〃 竹澤奈穂美 宇都宮短期大学事務局 公募委員 

〃 中 根  裕 
㈱ツーリズム・マーケティング

研究所主席研究員 

作新学院大学講師 

県リゾートアドバイザー 

〃 林  香 君 文星芸術大学助教授 陶芸家 

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 清 木 隆 文 宇都宮大学工学部助教授 岩盤工学 

 
検討経過 
 

日 時 会 議 内 容 

H16.1.28 第 1回懇談会 
・ 大谷観光の現状と課題について 

・ 大谷観光推進の施策体系について 

H16.2.13 第 2回懇談会 

・ 大谷観光推進の基本方針について 

・ 大谷観光推進の主要事業について 

・ 今後の大谷観光の進め方について 

・ 地下空間の安全評価について 

H16.3.2 第 3回懇談会 
・ 大谷観光指定地区の考え方について 

・ 提言書案の検討 

 
 
 

所 属 役職等 氏 名 備 考 

商工部商業観光課 課  長 桜 井 敬 朔  

〃 課長補佐 和 気 恒 光  

〃 観光係長 斉藤由美子  

〃 総括主査 松 本 邦 夫  

事 務 局 
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